
二
〇
二
〇
〇
九
二
三
号 

№
一
〇
六
号

・

▽
自
民
党
の
菅
義
偉
総
裁
が
、
九
月
十
六
日
の

臨
時
国
会
で
第
99
代
首
相
に
指
名
さ
れ
組
閣

に
着
手
し
ま
た
。
首
相
交
代
は
7
年
９
か
月

ぶ
り
で
、
他
の
派
閥
に
属
さ
ず
、
世
襲
議
員
で

な
い
首
相
は
自
民
党
政
権
で
は
初
め
て
と
の

事
だ
そ
う
で
す
。
そ
ん
な
厳
し
い
条
件
の
中

何
か
し
ら
今
の
世
相
に
対
し
て
期
待
感
が
高

ま
る
気
が
し
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス

感
染
の
収
束
と
日
本
経
済
の
立
て
直
し
を
全

力
で
目
指
す
と
し
て
い
ま
す
。
▽
い
つ
も
の

よ
う
に
、
こ
の
政
権
運
営
が
良
い
と
か
悪
い

と
か
。
閣
僚
が
ど
う
だ
の
と
騒
ぎ
出
す
方
々

が
毎
回
出
て
来
ま
す
が
、
そ
ん
な
言
葉
に
影

響
さ
れ
な
い
で
人
口
減
少
と
高
齢
化
加
え
て

地
域
経
済
を
支
え
て
い
た
外
国
人
観
光
客
の

対
応
、
地
方
の
活
性
化
や
東
京
一
極
集
中
の

是
正
等
を
何
と
か
国
民
み
ん
な
で
応
援
し
て

い
き
た
い
雰
囲
気
を
醸
し
出
す
首
相
に
見
え

て
き
ま
す
。 

▽
今
回
は
よ
う
や
く
国
を
挙

げ
て
行
政
改
革
、
地
方
活
性
化
に
つ
な
が
る

デ
ジ
タ
ル
化
等
、
今
ま
で
の
体
質
に
対
し
て

メ
ス
を
入
れ
る
よ
う
で
、
我
々
の
業
界
も 

商
工
・
林
務
等
各
課
に
跨
ぐ
許
認
可
の
時
間

的
ロ
ス
の
軽
減
と
具
体
的
方
策
を
探
り
易
く

な
る
の
で
は
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。
批
判

ば
か
り
で
は
腹
の
足
し
に
も
な
り
ま
せ
ん
。

官
民
一
体
で
古
皮
を
脱
皮
し
た
い
モ
ノ
で
す
。 

      

一社)
日
砕
協
北
海
道
地
方
本
部
・ 

 
 

 
 

北
海
道
砕
石
協
同
組
合
連
合
会 

 

①
令
和
2
年
度
採
石
業
務
管
理
者
の
試
験 

実
施
要
項
に
つ
い
て 

日
時 

令
和
二
年
十
月
九
日 

午
前
十
時
～ 

実
施
機
関 

各
振
興
局 

産
業
振
興
部
商
工
労
働
課 

 

②
令
和
二
年
度 

採
石
災
害
防
止
技
術
指
導

の
実
施
に
つ
い
て
函
館
支
部
会
員
事
業
所
で

あ
る
鉄
山
協
和
組
様
で
九
月
十
五
日
採
石
災

害
防
止
技
術
指
導
員
が
主
体
と
な
り
、
岩
石

採
取
場
で
担
当
者
と
意
見
交
換
を
行
い
な
が

ら
採
掘
・
破
砕
・
及
び
選
別
、
排
出
水
処
理 

採
掘
終
了
時
の
措
置
、
こ
の
度
新
設
し
た
砕

石
プ
ラ
ン
ト
の
安
全
対
策
、
等
採
取
場
の
全

般
に
於
い
て
御
指
導
い
た
だ
き
ま
し
た
。
最

後
に
、
全
員
に
よ
る
デ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行

い
無
事
午
前
中
に
終
了
い
た
し
ま
し
た
。
ま

た
、
地
方
本
部
事
務
局
長
の
安
室
も
わ
ざ
わ

ざ
来
函
さ
れ
て
同
行
し
て
頂
き
ま
し
た
。 

 

③
本
部(

一
社)

日
本
砕
石
協
会
で
は
会
費
問
題

で
現
在
検
討
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
当
然
、
値

上
げ
等
の
事
案
で
す
が
、
ま
だ
そ
の
視
点
が

ぼ
や
け
て
お
り
ま
す
。
本
部
、
総
務
委
員
会

を
経
て
の
報
告
と
な
る
で
し
ょ
う
が
、
値
上

げ
す
る
に
し
て
も
明
確
な
理
由
と
本
部
の
経

費
節
減
に
対
し
て
の
方
向
性
を
示
し
て
頂
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
一
方
的
な
根
拠

の
な
い
も
の
に
は
全
国
会
員
の
規
律
を
乱
す

恐
れ
も
生
じ
か
ね
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す

北
海
道
地
方
本
部
に
は
、
し
っ
か
り
し
た
本

部
と
の
情
報
を
も
と
に
各
支
部
に
理
解
が
得

ら
れ
る
聞
き
取
り
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い

ま
す
。 

 

 

④
理
事
会
開
催
に
つ
い
て 

10
月
05
日
午
後
３
時
よ
り
札
幌
東
急R

E
I 

ホ
テ
ル
に
て
開
催
。 

・
道
内
砕
石
需
給
の
現
況 

・
情
勢
報
告
及
び
意
見
交
換 

翌
日
、
06
日
午
前
09
時
よ
り 

・
鉄
道
運
輸
機
構
札
幌
新
幹
線
建
設
局
訪
問 

第
二
回
鉄
道
運
輸
機
構
の
情
報
提
供
と
意
見

交
換
会(

本
部
長
、
事
務
局
、
関
連
支
部
長) 

 
 

          

道
南
地
区
砕
石
協
同
組
合
・
協
会
動
向 

 

①
巡
回
指
導
の
結
果
つ
い
て 

◎
九
月
一
日
㈫ 

十
一
時
か
ら 

・
福
島
町 

吉
岡
砕
石
工
業
㈱ 

 

北
海
道
建
設
新
聞
同
行
取
材
あ
り 

 
 

◎
九
月
二
日
㈬ 

十
時
半
よ
り 

・
森 

町 

㈲
明
和
砕
石 

・
七
飯
町 

㈱
七
飯
砕
石
工
業 

・
七
飯
町 

㈲
松
田
砕
石 

・
函
館
市 
桔
梗
石
材
工
業
所 

◎
九
月
四
日
㈮ 

十
時
半
よ
り 

・
函
館
市 

下
海
岸
砂
利
工
業
㈱ 

・
函
館
市 

㈲
臼
尻
物
産 

◎
九
月
十
五
日
㈫ 

・
函
館
市 

㈱
鉄
山
協
和
組 

無
事
、
完
了
し
て
お
り
ま
す
。 

本
年
度
は
、
密
集
を
回
避
す
る
観
点
か
ら
理

事
長
・
専
務
理
事
・
緑
化
対
策
正
副
委
員
長

と
事
務
局
５
名
で
実
施
致
し
ま
し
た
。 

 

②
災
害
報
告 

休
業
4
日
以
上 

9
月
8
日
午
前
9
時
頃 

北
海
道
・
札
幌
市
内
会
員
事
業
所 

重
ダ
ン
プ
32
㌧
が
廃
土
堆
積
場
の
傾
斜
地
か

ら
約
8
ｍ
滑
り
落
ち
転
落
。 

59
歳
男
性
、
経
験
年
数
1
年
２
か
月 

 

③
そ
の
他 

・
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
始
ま
っ
て 

お
り
ま
す
。
あ
ん
な
所
に
、
こ
ん
な
所
に 

十
分
に
注
意
し
て
安
全
運
転
に
心
掛
け
て 

下
さ
い
。
お
金
は
税
金
以
外
支
払
っ
て 

善
良
な
国
民
に
進
ん
で
な
る
の
も 

如
何
な
も
の
か
と
。 

・
寒
暖
差
の
厳
し
い
季
節
で
す
。
睡
眠
を 

し
っ
か
り
と
り
体
調
管
理
に
努
め
て 

下
さ
い
。 

 


